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【目的】 

女性では閉経後に栄養代謝障害や肥満を発症するリスクが増大するが、これらに対する予防法は確立し

ていない。近年、オキシトシンが摂食機能や栄養代謝機構に作用し、過食や肥満を抑制すること、および

この効果は肥満症例でより大きいことが報告されている。今回卵巣摘出肥満ラットにおいて、オキシト

シン投与が食行動や栄養代謝機能に及ぼす影響とその安全性について検討した。 

【方法】 

卵巣摘出ラットを 2 群に振り分け、術後 3 週目からオキシトシン(OT 群)または生食(S 群)を 6 日間腹腔

内投与した。OT 群と S 群で、体重変化、摂食量および中枢・末梢組織における栄養代謝関連因子を比較

した。また、オキシトシン作用のメカニズムならびに安全性を確認するため、肝腎機能、深部体温、およ

び自発行動について比較した。なお、予備検討において、卵巣摘出ラットでは中枢および末梢におけるオ

キシトシン遺伝子発現/濃度が低下していることを確認している。 

【成績】 

OT 群は S 群に比べ体重増加率が低く摂食量が少なかった。また、OT 群は S 群に比べ皮下脂肪量および

内臓脂肪量が少なく脂肪サイズが小さかった。一方、脂肪細胞および視床下部における炎症性サイトカ

インの発現は両群間で差を認めなかった。OT 群は S 群に比べ中性脂肪が低かったが、肝腎機能について

は両群間で差を認めなかった。また、深部体温および自発行動は両群間で差を認めなかった。 

【結論】 

卵巣摘出ラットにおいて、オキシトシンが抗肥満効果を有することが判明した。オキシトシンによるこ

れらの作用は、体温や自発行動の変化に起因するものではないことが確認された。また、今回検討した限

りではオキシトシンによる有害事象は確認されなかった。今後、オキシトシンの臨床応用に向けた検討

が期待される。


